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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 21日 (2006.12.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  電 極 群 （ １ ０ ） を ア ル カ リ 溶 液 と 共 に 内 部 に 収 納 し た 電 槽 缶 （ ５ ） が 金 属 製 の 蓋 （ ２ ）
、 ガ ス ケ ッ ト （ ６ ） お よ び ガ ス ケ ッ ト （ ６ ） の 透 孔 ） に 嵌 着 し た 接 続 端 子 ９ に
よ っ て 封 止 さ れ 、 該 蓋 （ ２ ） に 、 正 極 端 子 ま た は 負 極 端 子 を 兼 ね る キ ャ ッ プ （ １ ） が 載 設
さ れ 、 か つ 、 電 池 内 部 圧 力 の 変 化 に 応 じ て 拡 縮 動 作 す る 弾 発 部 材 を 備 え た ス イ ッ チ 機 構 （
Ｓ ） に よ っ て 充 電 電 流 の 継 切 を 行 う よ う に し た 密 閉 型 蓄 電 池 に お い て 、 前 記 弾 発 部 材 （ ４
） が 、 前 記 蓋 （ ２ ） の 内 面 と ガ ス ケ ッ ト （ ６ ） の 肉 薄 部 （ ６ ｆ ） の 間 に 配 設 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 密 閉 型 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 弾 発 部 材 （ ４ ） が 、 金 属 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 密 閉 型 蓄 電
池 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ３ ） 本 発 明 に 係 る 密 閉 型 蓄 電 池 は 記 弾 発 部 材 が 、 円 錐 形 の コ イ ル バ ネ ま た は 皿 バ ネ
で あ っ て 、 そ の 内 周 側 端 部 を ガ ス ケ ッ ト の 保 持 部 の 外 周 下 端 部 に 当 接 さ せ こ と

。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

（ ６ ｄ （ ）
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【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ６ ） 本 発 明 に 係 る 密 閉 型 蓄 電 池 は 記 蓋 の 開 口 縁 が 前 記 ス イ ッ チ の 一 方 の 端 子 と な り
、 ス イ ッ チ 板 の 外 周 縁 が 他 方 の 端 子 と な り 、 該 ス イ ッ チ 板 と 前 記 電 極 群 を 接 続 す る た め の
接 続 端 子 が 前 記 ガ ス ケ ッ ト に 貫 通 保 持 さ れ 、 前 記 接 続 端 子 の 前 記 電 池 キ ャ ッ プ 側 に 突 出 し
た 部 分 に 前 記 ス イ ッ チ 板 が 固 定 さ れ る と 共 に 、 前 記 接 続 端 子 を 保 持 し て い る 前 記 ガ ス ケ ッ
ト の 保 持 部 が 、 前 記 蓋 に 形 成 さ れ た 開 口 に 対 し て 摺 接 状 態 で 嵌 挿 さ れ 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
  ガ ス ケ ッ ト ６ の 内 周 部 ６ ａ に は 係 止 溝 ６ ｂ が 形 成 さ れ 、 そ の 係 止 溝 ６ ｂ に 、 素 蓋 ２ の 周
縁 部 の み を 係 止 さ せ て い る 。 こ の よ う に 、 一 枚 の 板 部 材 （ 素 蓋 ２ ） の み を 係 止 溝 ６ ｂ に 係
止 さ せ る の で 、 図 に 示 す 従 来 の 二 枚 合 わ せ で 係 止 さ せ る 場 合 よ り も 、 電 槽 缶 ５ を 深 く 形
成 す る こ と が で き 、 充 電 容 量 （ 電 池 容 量 ） の 増 大 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 そ の 組 み
付 け 精 度 が 安 定 す る た め 、 高 い 密 封 性 を 確 保 し や す く な り 、 そ の 密 封 性 を 維 持 し や す く な
る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
  ガ ス ケ ッ ト ６ の 中 央 部 に 形 成 さ れ た 円 筒 状 の 保 持 部 ６ ｃ の 貫 通 孔 ６ ｄ に は 、 例 え ば 、 円
柱 状 に 形 成 さ れ た 接 続 端 子 ９ が 一 体 的 に 嵌 装 固 定 さ れ 、 そ の 下 部 が リ ー ド 線 ７ を 介 し て 電
極 群 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 貫 通 孔 ６ ｄ か ら 突 出 し た 接 続 端 子 ９ の 上 部 に は 、 孔 付
き 円 板 状 の ス イ ッ チ 板 （ 他 方 の 端 子 ） ８ が 固 定 さ れ そ の 接 続 端 子 ９ の 上 部 と ス イ
ッ チ 板 ８ の 上 面 に は 絶 縁 部 被 嵌 イ ッ チ 板 ８ と 接 続 端 子 ９ 電 池 キ ャ ッ プ １ に 対
し て 絶 縁 お 、 皿 バ ネ ４ に 代 え て 、 コ イ ル バ ネ や 板 バ ネ 等 を 用 い て も
よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
  充 電 電 流 の 継 切 を 行 う た め の ス イ ッ チ 機 構 Ｓ は 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 電 池 キ ャ ッ プ １ と
素 蓋 ２ の 間 に 設 け ら れ て お り 、 こ の ス イ ッ チ 機 構 Ｓ は バ ネ ４ に よ っ て 付 勢 さ れ る 平 板
状 の ス イ ッ チ 板 （ 本 発 明 の 第 １ 端 子 ） ８ と 、 平 板 状 の 素 蓋 （ 本 発 明 の 第 ２ 端 子 ） ２ と 、 か
ら な る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ス イ ッ チ 板 ８ は 、 ガ ス ケ ッ ト ６ の 中 央 部 に 貫 通 し て 固 定 状 態 に
貫 設 さ れ た 接 続 端 子 ９ の 上 部 に 固 定 さ れ 、 そ の 接 続 端 子 ９ は 変 形 可 能 な リ ー ド 線 ７ を 介 し
て 電 極 群 １ ０ の 正 極 集 電 板 （ 図 示 省 略 ） に 接 続 さ れ て お り 、 そ の 接 続 端 子 ９ の 上 端 部 と ス
イ ッ チ 板 ８ の 一 部 が 、 前 述 し た よ う に 、 絶 縁 部 よ っ て 覆 わ れ 、 そ の 外 側 の 外 周 縁 ８ ｂ
が 第 １ 端 子 と な る 。 一 方 、 素 蓋 ２ は 、 溶 接 部 ３ よ り も 内 側 の 部 分 が 円 形 状 に 切 り 抜 か れ 、
そ の 円 形 孔 ２ ａ の 周 縁 （ 本 発 明 の 開 口 縁 ） ２ ｂ が 第 ２ 端 子 と な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
〔 実 施 の 形 態 ２ 〕
  本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 施 形 態 １ に 於 い て 弾 発 部 材 ４ と し て 皿 バ ネ
に 替 え て 円 錐 形 の コ イ ル バ ネ を 適 用 す る 。 該 円 錐 形 の コ イ ル バ ネ の 場 合 は 、 円 柱 形 の コ イ
ル バ ネ と 異 な り 、 バ ネ を 構 成 す る 線 材 が 上 下 方 向 に 重 な ら な い の で バ ネ の 高 さ を 小 さ く で
き る 利 点 が あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 　 （ 実 施 例 ）
　 　 幅 が ４ ５ ． ５ ｍ ｍ の ニ ッ ケ ル 電 極 を 正 極 と し 、 幅 が ４ ５ ． ５ ｍ ｍ の 水 素 吸 蔵 合 金 電 極
を セ パ レ ー タ を 介 し て 捲 回 し 極 板 群 を 構 成 し た 。 該 極 板 群 を 適 用 し て 、 図 １ に 示 す 構 成

ャ ッ プ １ が 蓋 ２ と 溶 接 に よ り 接 合 さ れ 、 ガ ス ケ ッ ト ６ の 係 止 溝 ６ ｂ に 素 蓋 ２ の み が 係 止
さ れ て い る ） を 備 え 、 動 作 圧 力 が ２ ． ４ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 ス イ ッ チ （ Ｓ ） を 内 蔵 す る 定 格 容 量
１ ８ ０ ０ ｍ Ａ ｈ の Ａ Ａ サ イ ズ の 圧 力 ス イ ッ チ 内 蔵 式 の 密 閉 型 ニ ッ ケ ル 水 素 蓄 電 池 を １ ０ ０
０ ０ 個 作 製 し た 。 な お 、 図 １ に 示 し た 構 成 と す る こ と に よ り 、 後 記 比 較 例 と し て 記 載 し た
従 来 の 蓄 電 池 に 比 べ て キ ャ ッ プ な ら び に 圧 力 ス イ ッ チ の 高 さ 寸 法 を 小 さ く し 、 電 極 の 幅 を
２ ． ５ ｍ ｍ 大 き く す る こ と が 可 能 と な り 、 従 来 の 蓄 電 池 に 比 べ て 約 ６ ％ 容 量 を 大 き く す る
こ と が で き た 。
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